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一

》
●
・
ヘ

槌
《
２
０
１
２
年
の
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
熊
本
産
が
１
位
に
輝
い
た
。
江
戸
時

代
に
も
肥
後
の
米
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
人

気
だ
っ
た
ら
し
い
。
お
い
し
さ
の
一
つ
は

「
水
」
だ
ろ
う
と
、
熊
本
人
な
ら
思
う
は

ず

だ

。

~

「

通

潤

橋

』

の

話

は

竜

小

さ

い

こ

ろ

か

ら
幾
度
と
な
く
読
み
、
教
わ
っ
た
実
話
だ

が
、
多
く
を
忘
れ
て
骨
や
芯
だ
げ
に
な
つ

て
い
た
。
そ
れ
で
も
熊
本
の
誇
れ
る
心
で

あ
る
こ
と
は
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
。
久

し
ぶ
り
に
こ
の
絵
本
か
ら
、
失
っ
て
い
た

~
肉
付
け
が
わ
き
上
が
っ
て
き
た
。

陰

と

い

吹
上
樋
（
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
）
を
用
い
た

日
本
最
大
の
水
路
石
橋
「
通
潤
橋
」
は
１

８
５
２
年
に
着
工
し
、
１
８
５
４
年
に
完

成
し
た
。
江
戸
で
は
１
８
５
３
年
の
ぺ
り

~
Ｉ
の
黒
船
来
航
で
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
た

そ

う

過

よ

う

や

時
代
。
企
画
者
の
惣
庄
屋
・
布
田
保
之

助
の
情
熱
と
種
山
石
工
集
団
の
高
度
な
技

術
力
、
地
域
農
民
の
労
力
を
合
わ
せ
た
民
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蓬
漣
鑑
鑿
謂
後

水
不
足
に
悩
み
、
作
物
が
育
た
な
い
荒

れ
地
の
白
糸
台
地
に
、
通
潤
橋
の
３
本
の

。

４

石
樋
を
渡
つ
だ
水
が
噴
き
上
が
り
、
八
つ

の
村
を
潤
し
た
。
現
在
も
１
７
０
紗
の
田

畑
へ
豊
か
な
水
を
運
び
続
け
て
い
る
。

こ
の
町
に
「
通
潤
魂
」
と
い
う
言
蕊
が

あ
る
ら
し
い
。
創
意
工
夫
、
協
調
調
不
屈

の
精
神
、
勤
勉
と
郷
士
愛
を
ま
と
め
た
言

葉
だ
と
い
う
。
こ
の
橋
造
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ー
ン
か
ら
生
ま
れ
た
言
葉
で
、
次
世

代
に
受
け
継
ぐ
、
子
ど
も
た
ち
の
志
の
芯

に
な
る
だ
ろ
う
。

子
ど
も
時
代
に
こ
の
絵
本
の
内
容
に
触

れ
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
作
業
の
詳

細
や
心
持
ち
、
心
構
え
の
人
間
観
察
を
促

し
て
い
く
の
も
良
い
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
布
田
保
之
助
の
よ
う
な
優
秀
な
リ
ー

ダ
ー
を
夢
み
て
、
調
べ
て
い
く
と
、
交
友

て

い

ぞ

う

つ

急

の
あ
っ
た
宮
部
鼎
蔵
や
横
井
小
楠
に
も
繋

が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
り
、
種
山
石
工
の

岩
永
三
五
郎
や
丈
八
（
架
橋
後
、
橋
本
勘

五
郎
）
な
ど
多
く
の
石
橋
や
技
術
者
に
興

味
を
持
っ
た
り
す
る
こ
ど
も
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
う
や
っ
て
視
野
や
知
識
が
広
が
る

こ
と
も
へ
大
き
く
豊
か
な
通
潤
魂
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

た

ど

大
人
が
辿
っ
て
き
た
よ
う
に
露
何
度
も

読
ん
で
ほ
し
い
。
ま
ず
こ
の
絵
本
が
、
熊

本
の
子
ど
も
た
ち
の
感
動
へ
の
入
り
口
に

た

く

密

．

な
り
、
「
通
潤
魂
」
が
将
来
の
壜
し
い

志
の
礎
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

評

。
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~
孤
師
~
癖

ｏ

ｆ

鋲

雫

鯵
堪

・

識

巽

ゞ

ゞ

絲
蹄
唾
嘉
聡
偶
い
伽
咋
蕊
裂
蜑
韓
包
【
難
淵
〕

蕊
や
鯛
寸
ｌ
Ｈ
料
制
偶
洞
佃
画
Ｈ
州
判
例
詞
判
例
濁
糾
榴
刺
椚
詞
Ｈ
洞
制
粁
。
Ｈ
割
？
’
１
賑
十
礁
士
対
市
十
酷
８
斑
罪
科
刺
刈
Ｈ
幽
制
刺
例
型
制
卿
州
刺
制
副
制
廻
糖
判
榊
Ｈ
撫
斬
制
Ⅱ
測
拙
、
蜘
卿
倒
劉
剥
渕
Ｈ
Ｎ
制
瑚
捌
司
盧
刺
制
脚
川
畑
廻
制
仏
料
弧
肘
訓

諭

Ｔ

熟

入

や

騨

斜

憎

恢

峠

箇

裂

）

い

型

！

、

入

や

鐘

雄

辱

耀

．

入

国

歩

Ｆ

倣

怜

．

・

・

翁

意

韓

倒

、

鯛

典

叫

虹唾

繍

祷

唾

急

蕊

侭

い

恢

咋

遥

豊

Ｐ

Ｍ

－

「

標

縦

叶

」

！

心

八

や

揮

嘩

箪

墜

縮

蝋

］

：唾

硫

却

も

一

「

噌

鞭

謹

く

や

冷

露

」

！

＋

岬

や

い

惟

峠

．

。

・

璽

靭

邑

嗣

、

師

．

唯

１疎

《

．

」

辻
（
言
で
を
ご
騨
僅
曾
畠
ｇ
Ｐ
哩
夏
？
辛
全
黙
遥
曾
飼
。
患
蛙
綿
頓
や
縛
噌
熊
．
・
・
童
心
~
昌
恥
串
越

剰酎
（
Ｉ
毎
入
や
誤
継
ぃ
伽
冷
鐵
響
）
Ｐ
型
Ｉ
無
入
や
穣
畷
緯
糊
葬
ヨ
辱
寧
「
Ｋ
炎
迦
玲
繁
」
~
必
入
口
齢
い
惟
冷
”
．
．
（
越
竪
駒
冑
~
、
縄
~
心

ｔ》
（
Ｉ
毎
入
や
蕊
恨
Ｐ
権
峠
軒
浸
）
い
い
一
「
糠
樵
作
」
‐
錨
毎
嘩
恥
齢
幟
濯
碑
》
率
耐
》
酔
い
》
》
鐘
哩
穗
」
州
無
い
，
縦
峠
…
~
翁
幽
~
鯛
、
銅
。
》

諏
土
、
一
士
ｆ
‐
ｒ
難
土
蝿
士
山
里
・
－
．
非
・
茎
●
十
諜
戴
士
．
壬
土
土
芋
丁
平
耶
丁
●
恥
千
・
十
エ
ヱ
里
斗
室
巡
土
十
国
土
苛
哉
．
一
士
士
●
十
乳
土
牢
画
ｒ
ヰ
ヤ
芋
鞭
唯
土
或
叩
師
士
士
，
一
．
抑
誘
日
鄭
１
４
‘
堀
’
靜
子
ｒ
十
Ｔ
聖
．
参
、
私
Ｊ
手
．
話
．
‐
、
土
ト
ー
ｒ
↑
１
１
．
．
ｒ
ｒ
《
ｒ
士
・
’
牛

鞠 勘
鯲
一
蜘
“
~
諭
~
~
驫
・
や
腰
鰯
峰
越
総
剰
Ｊ
缶
※

・

や

慨

Ｊ

三

躍

穐

~

騨
赴
腫
押
縄
嘩
珍
起
金
仙
~
や
幻
叶
ｅ
橿
緋
銭
※

鰄
恕
痢
耀
繕
緋
』
Ｉ
騨
八
禦
鶏
鴨
騨
難
繍
撫

鍵

鍵

禽

蝿

驚

鱸

聯

驚

鋤

鴬

乱

鉦

Ｊ

蝉
．
榊
鰯

謬

懲

・

陣

＆

《

【
１
Ⅱ
》
、
八
侭
ｓ
型
６
．
血
制
農
く
】
血
伽
蕊
く
鞠
当
礁
慎
緋
曝

（、

月

軋

祁

４

弔

卸

↓

↓
・
Ｉ
ｅ
Ｌ
■

エ

ヤ

０

叩

○

Ｊ

卓

句

沙

凸

ｄ
け

’
十
岬
亭
い
糎
冷
亀
亟
飼
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